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定  義 本品は、カンデリラ（Euphorbia antisyphilitica Zucc. (Euphorbia cerifera Alcoce 

r)）の茎から得られた、ヘントリアコンタンを主成分とするものである。  

性  状 本品は、淡黄～褐色の固体で、光沢があり、加熱するとき、芳香を発する。  

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の錠剤法により測定し、本品のスペクトルを参

照スペ クトルと比較するとき、同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。  

融  点 68～73℃  

けん化価 43～65 本品約１ｇを精密に量り、エタノール（95）／キシレン混液（５：３）

50mL 及び 0.5mol／Ｌ水酸 化カリウム・エタノール溶液 25mL を正確に加える。還流冷却

器を付けて時々振り混ぜながら１時間 加熱する。以下油脂類試験法中のけん化価の試験を

行う。  

純度試験 ⑴ 酸価 12～22  

本品約３ｇを精密に量り、エタノール（95）／キシレン混液（５：３）80mL を加えて

溶かし、検液とする。以下油脂類試験法中の酸価の試験を行う。ただし、冷時濁りを生じ

るときは、温時 滴定する。  

⑵ エステル価 31～43（油脂類試験法）  

⑶ 鉛 Pb として２µg／ｇ以下（2.0ｇ、第２法、比較液 鉛標準液 4.0mL、フレーム方式）  

⑷ ヒ素 As として３µg／ｇ以下（0.50ｇ、第３法、標準色 ヒ素標準液 3.0mL、装置Ｂ）  

強熱残分 0.3％以下 


